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大
災
害
時
の
連
携
を
再
確
認

庄
原
市
総
合
防
災
訓
練

地
元
の
魅
力
を
形
に
す
る
ア
イ
デ
ア
を
学
ぶ

食
関
連
産
業
研
究
会
ｉｎ
庄
原

　

市・庄
原
市
消
防
団・庄
原
消
防
署・東
城

消
防
署
と
関
係
機
関
が
合
同
で
行
う「
庄

原
市
総
合
防
災
訓
練
」が
11
月
11
日
、国
営

備
北
丘
陵
公
園
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
庄
原
警
察
署
、庄
原
市
赤
十

字
奉
仕
団
、東
自
治
振
興
区
な
ど
か
ら
合

商 工
観 光 課

　

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機
構

（
庄
原
商
工
会
議
所・備
北
商
工
会・東
城
町

商
工
会・庄
原
農
業
協
同
組
合・県
立
広
島

大
学・
庄
原
市
で
設
立
し
た
、産
業
界・
大

学・行
政・市
民
間
の
橋
渡
し
の
役
割
を
担

う
組
織
）は
、昨
年
度
か
ら
中
国
経
済
産
業

局
な
ど
と
連
携
し「
地
元
の
安
全
で
お
い
し

い
食
材
を
生
か
し
て
新
し
い
食
の
商
品
を
開

発
し
た
い
！
」、「
食
の
商
品
の
魅
力
向
上
で

売
れ
る
商
品
に
磨
き
上
げ
た
い
！
」と
い
う

事
業
者・関
係
者
を
対
象
に「
食
関
連
産
業

研
究
会
ｉｎ
庄
原
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。救助訓練

放水訓練

10 月 22 日に開催された
第 3回食関連産業研究会in庄原の様子

わ
せ
て
約
２
６
０
人
が
参
加
。県
北
部
を
震

源
と
す
る
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、市
内

各
地
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
と
の
想
定

の
も
と
、避
難
訓
練
、炊
き
出
し
訓
練
、火

災
防
御
訓
練
、要
救
助
者
救
出
訓
練
や
国

土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
の
衛
星
通
信

車
を
利
用
し
た
災
害
現
場
映
像
伝
達
訓
練

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
団
体
と
も
訓
練
を
通
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
と
り
方

を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、充
実
し
た
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は「“
選
ば
れ
る
”も
の
づ
く
り
」

を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、デ
ザ
イ
ン
、知
的
財
産
の
活
用
、販

売
戦
略
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　

ま
た
、広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
バ
イ
ヤ
ー

な
ど
を
対
象
に
し
た
試
食
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、同
推
進
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.shobara-sangakukan.

com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
今
年
、古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
〜

　

比
婆
山
は
、
日
本
最
古
の
歴
史
書
「
古
事
記
」に
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が

葬
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
伝
説
の
山
で
す
。
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
の
一

角
を
成
す
比
婆
山
連
峰
の
豊
か
な
自
然
を
求
め
て
、
毎
年
多
く
の
登
山
者
が
訪

れ
ま
す
。

　
「
古
事
記
」編
纂
１
３
０
０
年
の
今
年
、
比
婆
山
を
ま
ち
の
将
来
に
生
か
そ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
発
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
来
訪
者
が
冊
子「
比
婆
山
へ

の
招
待（
※
）」を
参
考
に
、比
婆
山
登
山
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
、熊
野
神
社
前
の
イ
ザ

ナ
ミ
茶
屋
で
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
食
事
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

熊
野
神
社
拝
殿
で
行
わ
れ
た
座
学
で
は
、

「
お
は
な
し
会
ダ
ン
ボ
」が
創
作
紙
芝
居「
天

の
岩
戸
」を
上
演
し
、登
山
の
途
中
、地
元
の

演
劇
サ
ー
ク
ル
が
寸
劇
を
演
じ
て
応
援
し

ま
し
た
。

　

神
話
の
里
く
ま
の
の
岡
田
操
会
長
は「
多

く
の
協
力
を
得
て
今
年
こ
の
行
事
を
実
施

で
き
て
よ
か
っ
た
。今
後
は
地
元
が
も
っ
と
企

画
力
、実
践
力
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
語
って
い
ま
す
。

地
域
発「
比
婆
山
」を
活
か
す
取
り
組
み

神
話
の
里
く
ま
の
で
交
流
事
業

比
婆
山
を
学
ぶ「
比
婆
山
講
座
」開
催※古事記編纂１３００年記念

　「比婆山への招待」
　西城地域の住民ワークショップ、西城
円卓会議の比婆山プロジェクトが、地元
地域住民と協働して比婆山連峰の見どこ
ろをまとめた冊子で、今年春に発行。登
山のガイドブックとしてはもちろん、学習
教材としても広く活用されており、西城支
所やひろしま県民の森などで販売してい
ます。

　

本
年
度
、生
涯
学
習
事
業
の
一
環
と
し

て
、西
城
自
治
振
興
区
と
八
鉾
自
治
振
興

区
が
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
比
婆
山
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、比
婆
山
の
自

然
や
歴
史
、文
化
な
ど
を
学
ぶ
座
学
と
、夏

と
秋
２
回
の
登
山
が
行
わ
れ
、そ
の
際
も

「
比
婆
山
へ
の
招
待
」が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
城
町
自
治
振
興
区
連
絡
協
議
会
の
堂

本
時
和
会
長
は「
比
婆
山
登
山
を
は
じ
め
、

地
元
の
ガ
イ
ド
が
で
き
る
人
材
の
育
成
講

座
を
企
画
す
る
な
ど
、地
域
内
外
の
団
体
な

ど
と
も
連
携
し
、生
涯
学
習
で
の
学
び
を
地

域
づ
く
り
に
生
か
す
し
く
み
を
考
え
て
い
き

た
い
」と
展
望
を
語
って
い
ま
す
。

協
働
の
取
り
組
み
が
、

新
し
い
歴
史
を
つ
く
る
。

　

今
年
、古
事
記
や
比
婆
山
に
関
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
た
人
や
団
体
、地
域
の
多
く

が
、神
々
の
物
語
を
生
み
出
し
た
郷
土
の
豊

か
な
自
然
や
、受
け
継
い
で
き
た
歴
史
、文

化
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
を
１
つ
の
契
機

と
し
て
、比
婆
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
協
働
の

取
り
組
み
が
広
が
り
、新
し
い
ま
ち
の
歴
史

が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
28・29
日
の
２
日
間
、「
神
話
の
里
く

ま
の
」地
区
で
は「
イ
ザ
ナ
ミ
様
に
会
い
に
行

こ
う
」と
題
し
て
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、熊
野
地
域
住
民
が

自
ら
作
成
し
た
都
市
住
民
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
い
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。


